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修士論文要旨
目的  アレキシサイミアは，「自身の感情を認知・言語化で
きない」というパーソナリティであり，身体化障害や心気
症のリスクファクターになり得る。本研究ではNIRSを用
いてアレキシサイミアの感情認知時の脳機能障害について
検討する。NIRSは酸素化ヘモグロビン濃度長変化（Oxy-
Hb）の計測によって脳の活動を測定する装置である。
研究１予備調査  対象者：大学生・大学院生にアンケート
を配布し，168名分（男性73名，女性94名，未記入１名）の
有効回答を得た。平均年齢は20.46±1.97歳である。使用尺
度：（1）日本語版 The 20-item Toronto Alexithymia 
Scale （TAS-20）：アレキシサイミア傾向を測定する。下位
尺度は「感情識別の困難（DIF）」，「感情を語る困難
（DDF）」，「外志向性（EOT）」。（2）NEO-FFI：５因子の
パーソナリティを測定する尺度。下位尺度は「神経症傾向」，
「外向性」，「開放性」，「調和性」，「誠実性」。（3）多次元共
感測定尺度（IRI）：共感について測定する。下位尺度は「視
点取得」，「共感的配慮」，「空想」，「個人的苦悩」。
結果：TAS-20総得点と神経症傾向との間に中程度の正の
相関が認められ（r=.403），TAS-20総得点と外向性･調和
性･視点取得･共感的配慮との間に弱い負の相関（r=-.332 
；r=-.383；r=-.226；r=-.222）が認められた。DIF・DDF・
EOTの得点によるクラスタ分析で作った５つの群のTAS-
20総得点を見ると２つの群が平均よりも高く，その２つの
群はDIFが高い群（DIF群）とEOTが高い群（EOT群）と
いう特徴が異なる群となった。DIF群は神経症傾向が最も
高く，EOT群は開放性・調和性・空想・共感的配慮が最も
低かった。
研究２実験 対象者：27名の大学生･大学院生を２群に分
け，アレキシサイミア傾向高群（H-ALEX）８名（TAS-20
総得点>53），アレキシサイミア傾向低群（L-ALEX）19名
となった。３名の脳活動にノイズが見られたため除去し，脳
機能を分析する際にはH-ALEX：L-ALEX=8：16となった。
課題：①自分の感情認知課題：様々なカテゴリの写真を見
た時の自分の感情について考える課題。
②他者の感情認知課題：様々な表情写真を見て，写真に写っ
ている人の感情について考える課題。
各々ネガティブ（Nega）・ニュートラル（Neut）・ポジティ
ブ（Posi）の３条件を設定したが，解析時には実験参加者
の評価に従って分類し直す。Oxy-Hbの光路長の違いなど
を統制するため，Nega条件･Posi条件時の平均値から
Neut条件時の平均値を引いた値を従属変数とする。
感情評価一致率：画像に設定されている感情価やカテゴリ
と実験参加者の評価がどれだけ一致したかという割合を行
動指標としてH-ALEX・L-ALEX間に差があるか検討した。
①に大きな効果量が認められ，H-ALEXの一致率の方が低
かった。DIF・DDF・EOTの得点の平均値で２つに分け，
各々の高群･低群で比べると，有意な差は認められなかった
ものの，①に関してはどの群分けでも大きな効果量（d>80）
が認められ，高群の一致率が低かった。
脳活動：H-ALEX・L-ALEX間でOxy-Hbが異なるかを検
討した結果，有意な差は認められなかった。しかし，①の
Nega条件の右TPJ，①のPosi条件時の両TPJで大きな効果
量（d>.80）が認められ，H-ALEXのほうがOxy-Hbが高
かった。DIF・DDF･EOTの高群･低群間に差が認められる
か検討したところ，DIFで分けた場合，①のPosi条件時の
両TPJとM PFC，DDFで分けた場合の①のNega条件時の
左TPJと①のPosi条件時の右TPJと②の両条件時のMPFC，
EOTで分けた場合の①のNega条件時のMPFCと①のPosi
条件時の全関心領域で大きな効果量（d>.80）が認められ
た。どの分類でも高群が①ではOxy-Hbは高く②ではOxy-
Hbは低かった。
考察  感情評価一致率の分析から，アレキシサイミアの人
の自己感情認知様式が非アレキシサイミアの人と異なる可
能性が示された。Oxy-Hbの分析では，アレキシサイミア
の脳機能障害の可能性が示された。特にポジティブな感情
画像を見ながら自分の感情について考える時の右TPJで大
きな効果量が認められ，このことから自分のポジティブな
感情をモニタリングしているときの右TPJの賦活量はアレ
キシサイミアの人のほうが非アレキシサイミアの人よりも
高い可能性が示唆された。DDFの得点で分類した場合のみ
②の時のMPFCのOxy-Hbの差に大きな効果量が認められ
たが（H-ALEX < L-ALEX），感情評価一致率では，DDF
で分けた場合のみ②で中程度以上の効果量が認められず，
合わせて考えるとMPFCが低く活動することで，他者感情
の認知能力を調節している可能性が考えられた。本研究で
は，自己感情認知時でも主に他者の心の認知に関わるTPJ
で大きな効果量が認められたため，アレキシサイミアの自
己感情認知時の脳活動に関して，TPJも関心領域となる可
能性が示唆された。
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